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■構成部品一覧表
№ 品　名 品　番 個数

2

5

① リヤバンパースポイラー 1

各1

5

2ワッシャー⑨
2クリップＢ⑧

4

備考

型紙⑥

タッピングスクリュー③

センサーカバー　Ｒ／Ｌ⑤
クリップＡ④

取付・取扱要領書⑦

② グロメット

６×１６

1 本書

以下、MS313-58010-NP（未塗装品セット）のみに同梱

ﾎﾜｲﾄﾊﾟｰﾙｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝ（070）

ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰﾎﾜｲﾄﾊﾟｰﾙｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（086）

ﾌﾞﾗｯｸ（202）

№ 品　名 品　番 個数

2

1

各1

各1

ＰＡＣプライマー 1

1

備考

別ピースＡ

⑩

別ピースＢ　Ｒ／Ｌ

⑪

クリップＣ

⑫

クリップナット

⑬

モール⑯

⑮

⑭

牽引フックカバー　Ｒ／Ｌ

(各1) 黒／グレー L＝3550mm

備考

■品番・適合一覧表

品番 塗装色

MS313-58009-A0

MS313-58009-A1 

MS313-58009-C0

ﾊﾞｰﾆﾝｸﾞﾌﾞﾗｯｸｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ（222）MS313-58009-C2

ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞﾌﾞﾗｯｸﾊﾟｰﾙｸﾘｽﾀﾙｼｬｲﾝ（220）MS313-58009-C1

未塗装品（ﾌﾟﾗｲﾏｰ処理品）MS313-58010-NP

アルファード　Ｓ・ＳＲ
ヴェルファイア　Ｚ・ＺＲ
　　　’１５．０１～

この度はアルファード・ヴェルファイア用ＴＲＤハイレスポンスマフラー専用リヤバンパースポイラーをお買い
上げ頂き誠に有難うございます。
本書は上記ＴＲＤリヤバンパースポイラーの取付け、取扱いについての要領と注意を記載してあります。
取付け前に必ずお読み頂き、正しい取付け、取扱いを実施してください。
なお、本書は必ずお客様にお渡しください。

★本商品は未登録車への取付けは出来ません、取付けは車両登録後に行ってください。

Ｋ－５００

＊本商品はＴＲＤハイレスポンスマフラー（MS153-58007/8）装着車専用となります。
　純正マフラーを含み、他社製マフラーとの同時装着は出来ません。
　ディーラーオプションを含み、他社製品との同時装着は出来ません。

① ⑤ ⑥ ⑨⑧⑦② ③ ④

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書

以下、MS313-58010-NP(未塗装品セット)のみに同梱

ＰＡＣプライマー

K－５００

　　　
　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁
湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

⑯⑮⑭⑪ ⑬⑫⑩

型紙
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■取付・取扱上の注意

この取付･取扱要領書では安全にご使用いただく為に、特にお守り頂きたいことなどを、次のマークで

表示しています。

警告！

注意！

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が死亡したり、重傷等を
負う可能性がある内容について書かれています。

この内容に従わず、誤った取付け、取扱いを行うと、人が障害を負ったり、製品
等の物的損害に結びつく可能性がある内容について書かれています。

アドバイス スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載して
います。

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

確認   本商品が到着後、すぐに本体に破損が無いこと、付属品が全て揃っていることを確認してください｡

警告   取付作業は、必ず平坦な場所でエンジンを切り、サイドブレーキがかかっていることを確認後行ってください。

　　　 不安定な場所での作業や､車両が動く状態での作業は重大な事故原因となります｡

警告　 エンジンルームやマフラー等の付近で作業を行う場合、ヤケド等の重大な怪我に注意してください。

警告　 本商品への改造･加工、適合車種以外への装着は絶対に行わないでください。破損や事故の原因となります。

警告　 取付け初期は、各タッピングスクリューが緩む恐れがあるので、数キロ走行後には必ず増締めを行ってください｡

警告 　取付け後、本商品と他の部品とが干渉していないかを確認してください。干渉している場合は、本商品を購入した販売店にご

       相談ください。そのまま走行すると破損や故障の原因となります。

警告 　本商品装着後に、衝突等の強い衝撃を受けた場合、取付部分や本体に変形や破損、故障を生じる場合がありますので、直ちに

　　　 ご使用を中止し、整備工場にて点検を受けてください。

警告 　走行中に異常な振動や異音等を感じたら直ちに安全な場所に停車し、整備工場にて点検を受けてください。

　　　 そのまま走行を続けますと、車両の破損や事故の原因となります。

警告 　本商品は舗装路での走行を想定して設計されています。悪路や雪道での走行は、商品によっては破損の原因になりますのでお

       止めください。

警告 　本商品には十分な強度・耐久性を持たせてありますが、保管条件や取扱条件、走行条件によっては破損、故障が起こる可能性

       があります。保管、取付作業、ご使用に際しては十分にご注意ください。

注意   本商品の交換･取付作業は必ず専門の整備工場で実施してください｡

注意　 本商品の取付の際は必ず該当車両の修理書（トヨタ自動車㈱発行）に従い、本書の注意事項を守って作業を行ってください。

注意　 本商品は各構造基準に適合しているため、車検時も通常の検査と同様に受けられます。ただし適合車種以外に装着した場合、

　　　 またはその他の部位を改造しているなどの使用状況によっては、その限りではありません。

注意   未塗装品セット(MS313-58010-NP)は未塗装の為、車両の外板色に合わせた塗装が必要になります。塗装後の乾燥時、乾燥温度

　　　 を70℃以上に上げますと、製品に変形や割れが発生しますので乾燥温度には十分注意してください。強制乾燥させる場合は製

　　　 品が変形しないように固定してください。

注意   未塗装品を塗装前に脱脂する場合、イソプロピルアルコール又はホワイトガソリンを使用し、シリコンオフ及びシンナーは

　　　 使用しないでください。

注意   本書で指示した以外の車両部品を取り外さないでください。

注意　 車両へのリヤバンパースポイラーの取付け時の傷付き防止のため、作業前に保護シートを準備し、取付け作業は必ず保護

　　　 シートの上で行ってください｡また、取付け作業時には車両部品に傷を付けないように十分に注意してください。

注意　 両面テープの接着力を最大限に発揮させる為、貼付作業前に両面テープ部及び取付部をドライヤー等で約40℃程度に暖めてく

　　　 ださい。

注意 　お手入れの際には、シンナー、ガソリン等の有機溶剤は使用しないでください。変色・変形の原因となります。

注意 　取付作業や走行により、車両本体、または本商品が損傷した場合のクレームには応じかねます。

　　　 上記の事項と本書の装着要領を必ずお守りください。

！

！

■本商品は、１年・20,000Ｋｍの保証を実施致します。(１年または20,000Ｋｍ走行時点のいずれか早い方まで)

※保証の詳細はＴＲＤパーツカタログサイト＜http://www.trdparts.jp/＞「保証について」をご覧ください。

■不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ、早急にご連絡お願い致します。



№1412-T1306004　 3/12

■未塗装品の取扱いについて
下記は、未塗装品(MS313-58010-NP)の塗装前、塗装後の作業を記載しています。下記要領に従い作業を行ってください。

図2

図1 □リヤバンパースポイラーの塗装

注意：モール貼付面、両面テープには、
      絶対に塗装しないでください。
      接着力が低下します。マスキング
      テープを貼るなどして、対応して
      ください。

！

！ 注意：脱脂をする場合は、イソプロピル
      アルコール(以下ＩＰＡという)
      又はホワイトガソリンを使用し、
       シリコンオフおよびシンナーは使用
      しないでください。
　　　プライマーが溶ける恐れがありま
　　　す。

※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おります、ＲＨも同様に行ってください。

注意：本作業はインテリジェントパーキ
　　　ングアシスト装着車のみ行ってく
　　　ださい。

！

注意：乾燥温度を70℃以上に上げますと
　　　、製品に変形や割れが発生します
　　　ので乾燥温度には十分注意してく
　　　ださい。強制乾燥させる場合は製
　　　品が変形しないように固定してく
　　　ださい。

！

Ａ-Ａ

塗装範囲

マスキング
範囲

断面図

脱脂・
プライマー
塗布範囲

脱脂・プライマー
塗布範囲
段差に合わせて
塗布の事

Ａ部

□モールの貼付け
 1.図３のようにモール⑯貼付け部の汚れを取
　 除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリンで一方
　 向にふいて脱脂し、ＰＡＣプライマー⑩を
　 塗布する。

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。又、プライマーのはみ出
　　　しは、シミの原因になりますので
　　　注意してください。

！

アドバイス：脱脂、プライマー塗布後は、
            １０分以上乾燥させてくだ
            さい。

 2.図１のように牽引フックカバーＲ／Ｌ⑪及
　 び別ピースＢＲ／Ｌ⑬を車両色に塗装する。

 3.図２のようにセンサーカバーＲ／Ｌ⑤を車両
　 色に塗装する。

 1.図１のようにリヤバンパースポイラー①及
　 びセンサーカバーＲ／Ｌ⑤を車両色に塗装す
　 る。

リヤバンパースポイラー①

Ａ

Ａ

図3　

リヤバンパースポイラー①

モール貼付範囲

牽引フックカバー⑪

Ｃ-Ｃ

Ｂ-Ｂ

塗装範囲

Ｂ

Ｂ

センサーカバー⑤

Ｄ

Ｄ

Ｄ-Ｄ

別ピースＢ⑬

Ｃ

Ｃ

マスキング
範囲

マスキング
範囲

塗装範囲

マスキング
範囲

段差

Ａ

段差

Ａ
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図4　

 4.図７のようにリヤバンパースポイラー①の
　 マフラー部つなぎ目をカッター等でカット
　 し、取外す。

 3.別ピースＢＲ／Ｌ⑬の両面テープの離型紙
　 を、図６のように中央から外側に約３０mm
　 剥がし、マスキングテープ等で表側に貼付
　 ける。　　　　 　　　　(左右各１箇所）

□別ピースの取付け
 1.別ピースＡ⑫の両面テープの離型紙を、図
　 ５のように中央から外側に約３０mm剥がし、
　 マスキングテープ等で表側に貼付ける。
　　　　　　　　  　　　　(左右各６箇所）
 2.図５のように別ピースＡ⑫の短い両面テー
　 プの離型紙をすべて剥がす。
　 　　　　　　　 　　　　(左右各２箇所）

図6

図5　

モール

巻き込みに注意し
隙間のないように
貼付け

断面図 傷付き注意

注意：モール⑯は、二色同梱されていま
　　　す。塗装色に合わせて、モール色
　　　を選択し貼付けてください。

！

注意：両面テープの接着力最大限に発揮
      させる為、貼付け作業前に両面テ
　　　ープ部及び車両の貼付け部をドラ
　　　イヤー等で約４０℃程度に暖めて
　　　下さい。

！

Ａ部

段差基準

モール⑯
貼付け基準

 2.図４のようにリヤバンパースポイラー①に、
　 モール⑯の両面テープの離型紙を剥がしな
　 がら、貼付け圧着する。
 　　　　　　　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
   モール⑯は長めに設定されているので、長
　 さを合わせてハサミ等で切り落とす。

図7

リヤバンパースポイラー①

モール⑯貼付範囲

段差

Ａ

段差

Ａ

□牽引フックカバーの取付け
 1.図５のように 牽引フックカバー⑩⑪をフロ
　 ントバンパースポイラーにクリップ⑮で取り
　 つける。 　　　　　　　　(Ｒ/Ｌ各１箇所)

図5　

リヤバンパースポイラー①

牽引フックカバー⑪

クリップ�⑮

ツメ部をリヤバンパー本体
切欠きに差し込む

リヤバンパースポイラーと
牽引フックカバーをクリップで固定する

離型紙

マスキングテープ

板内

板外

離型紙

マスキングテープ

離型紙

板内

板外

注意：離型紙をすべて剥がしてしまうと、
　　　正しい取付け位置に取付けが出来
　　　なくなります。

！

注意：短い箇所以外の離型紙をすべて剥
　　　がしてしまうと、正しい取付け位
　　　置に取付けが出来なくなります。

！

別ピースＡ⑫

別ピースＢ⑬

リヤバンパースポイラー①

注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。
　　　又、リヤバンパースポイラー①へ
　　　の傷つきに注意してください。

！

つなぎ目を
カットし取外す

つなぎ目位置詳細図

全て剥がす（左右各２箇所)

全て剥がす（左右各２箇所)
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□牽引フックカバーの取付け
 1.図10のように牽引フックカバーＲ／Ｌ⑪を
　 リヤバンパースポイラー①にクリップＣ⑭
　 で取付ける。 　　　　　(左右各１箇所)

図10

リヤバンパースポイラー①

牽引フックカバー⑪

クリップＣ⑭

ツメ部をリヤバンパー
スポイラー①切欠きに差込む

リヤバンパースポイラー①と
牽引フックカバー⑪をクリップＣ⑭で固定する

 7.別ピースＡ⑫の別ピースＢ⑬貼付け部の汚
　 れを取除き、ＩＰＡ又はホワイトガソリン
　 で一方向にふいて脱脂する。

 8.図９のように別ピースＢ⑬の両面テープの
　 離型紙を剥がしながら、貼付け圧着する。
　　　　　 　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
　 圧着する際に、Ｇ－Ｇ断面のようにリヤバ
　 ンパースポイラー①と別ピースＢＲ／Ｌ⑬
　 のスキマが一定になっているか確認する。

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

図9

離型紙抜き取り方向

リヤバンパー
スポイラー①

※リヤバンパースポイラー①に対し、別ピースＢ⑫の
　Ｆ-Ｆ断面部クリアランスが一定になるように合わせる。

Ｆ

注意：両面テープの接着力を最大限に発
      揮させる為、貼付作業前に両面テ
      ープ部及び取付部をドライヤー等
      で約40℃程度に暖めて下さい。

！

 5.リヤバンパースポイラー①の別ピースＡ⑫
　 貼付け部の汚れを取除き、ＩＰＡ又はホワ
　 イトガソリンで一方向にふいて脱脂する。

 6.図８のようにリヤバンパースポイラー①の
　 穴にボルトを差込み、リヤバンパースポイ
　 ラー①と別ピースＡ⑫の外周のスキマが一
　 定になっているか確認しながら両面テープ
　 の離型紙を剥がし、貼付け圧着する。
　　　　　 　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝
　 貼付け後、Ｅ－Ｅ断面のようにボルトをク
　 リップナット⑮で固定する。

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

図8

離型紙抜き取り方向

リヤバンパー
スポイラー①

※リヤバンパースポイラー①に対し、別ピースＡ⑪の
　外周クリアランスが一定になるように合わせる。

リヤバンパースポイラー①の穴に
別ピースＡのボルトを合わせる

Ｅ

注意：両面テープの接着力を最大限に発
      揮させる為、貼付作業前に両面テ
      ープ部及び取付部をドライヤー等
      で約40℃程度に暖めて下さい。

！

Ｅ

リヤバンパースポイラー①

別ピースＡ⑫

Ｅ-Ｅ断面

クリップナット⑮

Ｇ

別ピースＡ⑫

別ピースＡ⑫

別ピースＢ⑬

別ピースＡ⑫

Ｆ-Ｆ断面

別ピースＢ⑬
別ピースＡ⑫

Ｇ-Ｇ断面

別ピースＢ⑬

リヤバンパースポイラー①
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図12 □取付準備
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おります、ＲＨも同様に行ってください。

リヤバンパー

牽引フックカバー

 1.該当車両の修理書を参照し、車両から車両
　 牽引フックカバーを取外す。
　　　　　　　　 　　　　（左右各１箇所）

リヤバンパー
図13

注意：カットする際に、怪我に注意して
　　　ください。
　　　又、リヤバンパーへの傷つきに注
　　　意してください。

！

注意：バリを取除く時には、カットライ
　　　ンが歪まないように注意してヤス
　　　リ等で取除いてください。

！

□センサーカバー用穴あけ
 1.図11のようにリヤバンパースポイラー①の
　 内側のケガキ線に沿ってエアーソー等で穴
　 をあける。　 　　　　　(左右各１箇所)

図11

斜線部を切取る

内面視

端末合わせ

型紙⑥ＡＬＨ

型紙⑥ＡＬＨ  2.型紙⑥       、     を図13のようにリヤ
　 バンパーのＲ止まり形状に合わせ、リヤバ
　 ンパー形状に沿わせながら貼付ける。
　　　　　　　　　　　　 （左右各１箇所）

ＡＲＨＡＬＨ

拡大図
Ｒ止まり合わせ

 3.図13を参考にフロントバンパーに貼付けた
　 型紙⑥       、     のバンパーカット位
　 置をマーキングする。（左右各計５箇所）

リヤバンパー

ＡＲＨＡＬＨ

マーキングマーキング

型紙⑥ＡＬＨ

図14  4.図14のように５箇所のマーキング位置を繋
　 ぎ、斜線部をエアーソー等で切取って下さ
　 い。

注意：加工後、カット部のバリ、シャー
　　　プエッジを取除いてください。

！

注意：加工時、車両部品の取扱いに注意
　　　し、マーキング位置からズレのな
　　　いようしてください。

！

リヤバンパー

リヤバンパー
　スポイラー①

リヤバンパー
　スポイラー①

注意：センサーカバー⑤用穴あけ作業はインテリジェントパーキングアシスト装着車のみ
　　　行ってください。

！
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図16

図15

リヤバンパー

形状に沿わせて
貼付ける

型紙⑥ＢＬＨ

型紙⑥ＢＬＨ
リヤバンパー

 5.型紙⑥       、     を図15のようにリヤ
　 バンパーの下面端末に合わせ、リヤバンパ
　 ー形状に沿わせながら貼付ける。
　　　　　　　　　　　　 （左右各１箇所）

ＢＲＨＢＬＨ

 6.図16を参考にフロントバンパーに貼付けた
　 型紙⑥       、     のバンパーカット位
　 置をマーキングする。（左右各計７箇所）

図17

リヤバンパー

リヤバンパー
マーキング

ＢＲＨＢＬＨ

 7.図17のように７箇所のマーキング位置を繋
　 ぎ、斜線部をエアーソー等で切取って下さ
　 い。

注意：加工後、カット部のバリ、シャー
　　　プエッジを取除いてください。

！

注意：加工時、車両部品の取扱いに注意
　　　し、マーキング位置からズレのな
　　　いようしてください。

！

拡大図

端末合わせ

型紙⑥

端末合わせ

ＢＬＨ

端末合わせ

マーキング
型紙⑥ＢＬＨ

図18 ＣＲＨＣＬＨ

マーキング
(左右各２箇所）

リヤバンパー

Ｒ止まり合わせ

型紙⑥ＣＬＨ

Ｒ止まり合わせ

ホールハウス
上端部端末合わせ

 8.型紙⑥       、     を図18のようにフェ
　 ンダーライナーのホールハウス部に貼付け
　 マーキングする。 　　 （左右各２箇所）

ホールハウス

リヤバンパー
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図20

図21

マーキング

ＥＲ ＥＬ ＦＲ ＦＬＤ10.型紙⑥    、    、    、    、    を図20
   のようにリヤバンパーの下面部に貼付け
   マーキングする。      　　 （全５箇所）

リヤバンパー

ＦＬ

パーティング合わせ

型紙⑥ Ｄ型紙⑥
型紙⑥ ＥＬ

ＦＬ 型紙⑥ Ｄ型紙⑥型紙⑥ ＥＬ

(形状合わせ)(形状合わせ)
(形状合わせ)

リヤバンパー

ドリル下穴φ３、６

 

本穴φ10.5 
(全５箇所）

注意：バリを取除く時には、穴径が大き
　　　くならないように注意してヤスリ
　　　等で取除いてください。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴
　　　　　　あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

12.図21のように下穴にφ10.5のドリルを使用
　 して本穴をあけ、穴のバリを取除く。
      　　　　　　　   　　　（全５箇所） 

11.図21のようにφ３、φ６、φ10.5のドリル
　 の先端にストッパーになるようガムテープ
　 を巻きつけ、φ３、φ６のドリルを使用し
　 て下面部のマーキング位置に下穴をあける。
      　　　　　　　   　　　（全５箇所）

 
 

  

10mm
ガムテープ

ドリル

注意：バリを取除く時には、穴径が大き
　　　くならないように注意してヤスリ
　　　等で取除いてください。

！

アドバイス：穴あけ加工時、ドリルは穴
　　　　　　あけ面に対して垂直にし、
　　　　　　マーキング位置からズレな
　　　　　　いように注意してください。

注意：作業時は保護メガネを着用してく
　　　ださい。

！

図19

リヤバンパー

 9.図19のようにφ４のドリルの先端にストッ
   パーになるようガムテープを巻きつけ、φ
   ４のドリルを使用してホールハウス部のマ
　 ーキング位置に本穴あけ、穴のバリを取除
 　く。　　　　　　        (左右各２箇所)

ドリル本穴φ４

ホールハウス

10mm
ガムテープ

ドリル

12.図23ようにリヤバンパー下面部のφ10.5の
　 穴にグロメット②を差込む。
      　　　　　　　   　　　（全５箇所）

図22

グロメット②

リヤバンパー

リヤバンパー

車両後方

車両前方

グロメット②
車両後方側に突起部が来るように取付け

車両前方車両後方
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図24

図25

車両クリップ
※ＲＨ側のクリップは寒冷地仕様車
  のみに設定されています

車両クリップ

17.図24のようにフロントバンパー下面を固定
　 している車両クリップを取外す。 
　　　　　　　　　　　　　(左右各２箇所)

注意：取外した車両クリップは再使用し
　　　ますので、無くさない様に必ず保

　　　管してください。

！
リヤバンパー

警告：ボディーコーティングが施されて
　　　いる場合は、塗装にキズをつけ

な　　　いよう、コンパウンド等で除去

し　　　た上で、必ず脱脂を行なってくだ
　　　さい

！

リヤバンパー

脱脂

18.図25のようにリヤバンパーのリヤバンパー
　 スポイラー①取付け部の汚れを取除き、Ｉ
　 ＰＡ又はホワイトガソリンで一方向に拭い 
　 て脱脂する。

図23

リヤバンパー

リヤバンパー リヤバンパー
リヤバンパー

41.5mm

12mm
17mm

マスキングテープ マスキングテープ マスキングテープ

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

αγ β

α
γ

β

α-α β-β γ-γ

β γ

β

γ

図26

離型紙

マスキングテープ

リヤスポイラー①

19.リヤバンパースポイラー①の両面テープの
　 離型紙を、図26のように中央から外側に約
　 ３０mm剥がし、マスキングテープ等で表側 
　 に貼付ける。　　　　　 (左右各７箇所）

注意：両面テープの離型紙をすべて剥が
      してしまうと、正しい取付位置に
      取付けが出来なくなります。

！

離型紙

板内

板外

15.図23のようにリヤバンパーセンターより外
　 側へ50ｍｍ、上部より12ｍｍの位置にマー
　 キングする。
　（β部） 　　　 　　　 （左右各１箇所）

16.図23のようにリヤバンパーキャラクター部
　 でリヤバンパー上端より17ｍｍの位置にマ
　 ーキングする。
　 （γ部） 　　　　　　 （左右各１箇所）

14.図23のようにリヤバンパーセンターの上部
　 より41.5ｍｍの位置にマーキングする。
　（α部）　　　　 　　 　 　　（１箇所）

50mm
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図28

リヤバンパー

リヤバンパー

Ｈ-Ｈ

タッピング
スクリュー③

リヤバンパー フェンダー
　ライナー

車両クリップ
(再使用）

タッピングスクリュー③
　　　　　　　(全５箇所）

リヤバンパースポイラー①

ＨＨＨ

Ｉ

Ｊ

リヤバンパー

車両クリップ

フェンダー
　ライナー

Ｊ-Ｊ

図27 リヤバンパー

リヤバンパー

Ｉ-ＩＨ-Ｈ

タッピング
スクリュー③

車両クリップ
(再使用）

タッピングスクリュー③
　　　　　　　(全５箇所）

リヤバンパースポイラー①

ＨＨＨ

Ｉ

Ｊ

金属ワッシャー⑨
 +クリップＢ⑧

リヤバンパー

車両クリップ

フェンダー
　ライナー

クリップＢ⑧

金属ワッシャー⑨
リヤバンパー

Ｊ-Ｊ

□取付要領

寒冷地仕様車

グロメット②

グロメット②

 1.図27のようにリヤバンパースポイラー①を
　 リヤバンパーにかぶせ、タッピングスクリ
　 ュー③で仮締めする。　　　　(全５箇所)

注意：寒冷地仕様車の場合Ｉ－Ｉ断面部
　　　の固定方法が左右で異なります。
　　　図28を参考に間違えないように取
　　　付けてください。

！

 4.寒冷地仕様車の左側の固定は、図28のよう
　 にＩ－Ｉ断面部をクリップＢ⑧・金属ワッ
　 シャー⑨で固定し、Ｊ－Ｊ断面部を車両ク
　 リップで固定する。          (各１箇所)

 3.寒冷地仕様車の右側の固定は、図28のよう
　 にＩ'－Ｉ'断面部をクリップＢ⑧で固定し、
　 Ｊ－Ｊ断面部を車両クリップで固定する。
　　　　　　　　　　           (各１箇所)

注意：寒冷地仕様車の右側の場合、金属
　　　ワッシャー⑨は使用しません。

！
(Ｉ')

　   ＬＨ
金属ワッシャー⑨
 +クリップＢ⑧
    (Ｉ-Ｉ）

　   ＲＨ
　クリップＢ⑧
   (Ｉ'-Ｉ'）

クリップＢ⑧

Ｉ'-Ｉ'(寒冷地仕様車ＲＨ)

Ｉ-Ｉ

クリップＢ⑧

金属ワッシャー⑨
リヤバンパー

 2.標準仕様車の固定は、図27のようにＩ－Ｉ
　 断面部をクリップＢ⑧・金属ワッシャー⑨
　 で固定し、Ｊ－Ｊ断面部を車両クリップで
　 固定する。 　　　   　　(左右各２箇所)

注意：Ｉ－Ｉ断面部の取付けの際は、車
　　　両リヤアンダーカバーＬＨを外し
　　　てから取付けを行ってください。

！

注意：Ｉ－Ｉ断面部の取付けの際は、車
　　　両リヤアンダーカバーＬＨを外し
　　　てから取付けを行ってください。

！
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図30

リヤバンパー

３４ １２
５ ７

９

６

1113

リヤバンパースポイラー①

８

1012

14

図30

 7.作業４で出した高さ位置にリヤバンパース
　 ポイラー①を合わせ左右のズレ、隙が無い
　 か確認し、両面テープの離型紙（14箇所）
　 を左図番号順に剥がしながら貼付け圧着す
　 る。　　　　｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

リヤバンパー

リヤバンパースポイラー①

図31

本締め

 8.図31のように作業１で仮締めしておいたタ
　 ッピングスクリュー③を本締めする｡
                          　(全５箇所)

注意：両面テープ接着後２４時間以内は
　　　洗車しないでください。

！

注意：両面テープは十分に圧着してくだ
　　　さい。圧着が不十分な場合は、浮
　　　き剥れの原因となる事があります。

！

注意：両面テープの離型紙を指示した順
　　　に剥がさなかった場合、隙が発生
　　　する恐れがあります。

！

注意：両面テープの接着力を最大限に発
　　　揮させる為、貼付け作業前に両面
　　　テープ部及び貼付け部をドライヤ
　　　ー等で40℃程度に暖めてください。

！

※作業１で仮締めした箇所の本締め

リヤバンパー

リヤバンパースポイラー①

 6.図30のα、β部、γ部の高さ位置にリヤバ
　 ンパースポイラー①を合わせる。
                          　　(全５箇所)

α部β部 β部

γ部

図29
リヤバンパー

クリップ④

 5.図29のようにホールハウス部をクリップ④
　 で固定する。
　　　　　　　　　　　　 （左右各２箇所）

リヤスポイラー①

γ部
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    ■取付完了後の点検・注意事項
１．リヤバンパースポイラー、及びリヤバンパーがスクリュー・クリップにて、車両に確実に取付けら
　　れているか点検する。

２．リヤバンパースポイラー及び車両部品に傷を付けていないか点検する。

リヤバンパー
　スポイラー①

図32

 1.リヤバンパースポイラー①のセンサーカバ
　 ーＲ／Ｌ⑤貼付け部の汚れを取除き、ＩＰ
　 Ａ又はホワイトガソリンで一方向にふいて
　 脱脂する。

 2.図32のようにセンサーカバーＲ／Ｌ⑤の両
　 面テープの離型紙を全て剥がし、貼付け圧
　 着する。 　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

注意：脱脂を行う際、上記以外の溶剤は
　　　使用しないでください。油脂分が
　　　残り、テープが剥がれる原因にな
　　　ります。

！

注意：両面テープの接着力を最大限に発
      揮させる為、貼付作業前に両面テ
      ープ部及び取付部をドライヤー等
      で約40℃程度に暖めてください。

！

センサーカバー⑤

注意：センサーカバー⑤の取付け作業は
　　　インテリジェントパーキングアシ
　　　スト装着車のみ行ってください。

！

アドバイス：センサーカバー⑤とインテ
　　　　　　リジェントパーキングアシ
　　　　　　ストとのスキを一定に取付
　　　　　　けてください。

センサーカバー⑤

リヤバンパー
　スポイラー① インテリジェント

　パーキングアシスト
拡大図

□センサーカバーの取付け


